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NEPA21 は、 主に核酸を細胞内へ導入するために、 細胞膜

に一時的な細孔を電気的につくる “エレクトロポレーション法”

を可能にする装置です。

in vitro で広く使用されており、 in vivo でも有用な方法であ
ることが示されています。

近年では、 CRISPR-Cas9 に代表されるゲノム編集技術の
発展により、 これまで遺伝子改変が困難であった生物におい
てもゲノム編集が行われるようになりました。
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本セミナーでは、 これまでの遺伝子導入装置 NEPA21

の実績を中心に、 さらにはゲノム編集の最新技術について
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紹介します。
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